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研究成果の概要（和文）：　事件の影響を受けた児童生徒の回復や成長につながる学校組織・学校経営への介入
的な支援、学級経営のための教師への支援、学校段階間の連携の進め方、さらなる安全感、安心感、信頼感を高
める学校安全への取り組みを継続して実施した。その結果、支援体制が定着し、生徒への支援が円滑に進められ
ている。介入支援プロセスが評価できた。
　東日本大震災、熊本地震後の支援にむけて利用可能な資料を作成し、研修会、相談、コンサルテーション等で
活用できた。トラウマインフォームドケアの考え方についても解説した。サイコロジカル・ファーストエイド学
校版、子どもの心的外傷悲嘆ための治療導入ビデオおよび教育用ビデオの翻訳も行った。

研究成果の概要（英文）：Interventional support to school organization / school management leading to
 recovery and growth of students affected by the incident, support to teachers for class management,
 how to cooperate between school stages, sense of security continued efforts to improve school 
safety to raise confidence. As a result, the support system has become established and support to 
the students is smoothly promoted. The intervention support process could be evaluated.
Materials available for assistance after the Great East Japan Earthquake and the Kumamoto earthquake
 were created and used for training, consultations etc. We also explained the concept of trauma 
informed care in the seminars. Psychological first aid school edition, translation of the TF-CBT's 
introduction video and educational video for child's trauma grief was also done.

研究分野：学校心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 学校は本来、安全で安心できる場所であっ
たが、この十数年の間に学校での事件・事故
により、学校は何らかの準備や取り組みをし
て安全で安心できる場所を確保することが
必要となってきている。平成 21 年には、学
校保健安全法への改定と改題により、確かな
取り組みが求められている。その契機の一つ
が附属池田小学校事件であり、研究代表者は、
事件翌日から、学校の安心や信頼感を回復し、
安全な学校づくりの支援を継続してきた。ま
た、「附属池田小学校メンタルサポートチー
ム」の活動に携わり、児童生徒、保護者、教
職員に対して支援を行ってきている。特に、
事件後の学校運営の進め方や学級経営に関
して教員と協議しながら対応してきた。例え
ば、PTSD症状やトラウマの影響のある児童
への配慮として、授業で使用する教材の検討
や学校行事の進め方について検討した（瀧野，
2013、瀧野，2006、岩切・野坂・瀧野，2005.4
〜2006.3、瀧野，2004）。 
 そのなかで、同級生が亡くなり重傷者が出
るなど、事件の影響が残る事件当時の小学１，
２年生が小学校から、附属池田中学校・附属
高校池田校舎に進学し、こうした２回の学校
間移行に際して、教育課程や生徒指導と教育
相談体制など、学校の組織としての運営面で
の整備において、安全感、安心感、信頼感を
高めながら、アセスメントと外部からの支援
を得て介入的支援に取り組んできた。これま
でのメンタルサポートチームの活動経験に
加え、類似した大規模な事件を経験した英国
ダンブレン小学校とダンブレン高等学校の
視察と情報交換(平成 17年より随時)、米国コ
ロンバイン高校の視察と情報交換（平成 18
年より）をもとに、附属池田中学校と附属高
校池田校舎では、教師のメンタルサポート・
コーディネーターの設置（瀧野，2011）、カ
ウンセリング体制の整備、チーム支援体制、
教育課程にリラックスやリフレッシュのた
めの時間の設定、メンタルサポート・コーデ
ィネーターとの週１回のミーティングの実
施、学校施設・環境面の整備を提案した。事
件の影響を受けた児童生徒、保護者、教職員
への回復に向けて、心のケアの実践を介入的
に支援した。事件後十数年が経過し、事件の
影響のあった学年の児童生徒は高校を卒業
して進学や社会に出て、支援や回復力により
心のケアの必要性は限定的なものになって
きているものの、青年期の課題、進学、就職
の課題など卒業生を取り巻く状況には困難
さも伴い、支援のニーズが継続している。ま
た、事件の影響の大きかった児童生徒の兄弟
姉妹への実際的な支援も継続している。 
 このような取組みの経験は、東日本大震災
の被災地における校舎移転のケースのコン
サルテーション、自殺予防研修、安全な防災
教育の進め方（瀧野,2013）についての校内
研修の実施に活用してきた。学校危機後の 10
年をむかえる学校では、事件を風化させず学

校の安全と安心の維持に向けた校内研修や
管理職研修の内容に反映させるように取り
組んできた。 
 本研究では、研究代表者がこれまで進めて
きた(1)学級経営への介入的研究、(2)学校危機
事態からの影響を受けた学校へのメンタル
サポート支援、(3)学校危機後の学級に対する
中・長期的介入支援に関する実践研究を踏ま
え、学校危機後の安全・安心感の回復と再発
防止に向けた長期的介入支援のありかたに
関して、評価と検証を含めて総合的に構築す
る研究を目指した。 
 
２．研究の目的 
 ここまでの実践は、単に教育的配慮ととら
えられるかもしれないが、継続的に重ねてき
た実践を記録してまとめ、その実践について
できる限りの評価や検証を行い、実践や経験
が多方面で参照され活用されるように拡張
していく必要がある。これまで、支援関係者
間では情報を共有してきたが、個人の症状へ
配慮する必要があったため実践の詳細を発
表することを控えてきた。しかし、事件から
十数年を経て、事件の影響の大きかった児童
生徒が高校を卒業し、大学を卒業する段階で
は、事件に関係して心境を話すことができる
状況になってきているケースもある。本研究
は、支援の中心的な対象であった生徒が高校
を卒業し、大学生、社会人となった機会をと
らえ、学校危機を経験した児童生徒への長期
にわたる支援についてまとめ、関係者からの
意見聴取などを通して、できる限りの評価を
もとに実践の検証を行った。 
 さらに、高校卒業後の対人関係や生活空間
の変化への対処に有用な心理教育的なサポ
ートの提供を行なった。実例として、卒業生
が事件現場となった附属池田小学校に教育
実習生として来校することがあり、トラウマ
心理相談室の機能を活用して個別対応が必
要なケースもあった。 
 また、池田地区の附属学校では、事件の影
響があった児童生徒のきょうだいに対する
支援が継続しており、これまで長期の支援に
当たってきた小、中、高等学校が今後の学校
安全の実践や心のケアをどのように進めて
いくかの観点からも検討した。 
 この研究での成果は、学校危機事例だけで
なく、東日本大震災における中・長期的な支
援にむけて利用可能なように資料作成して
提供し、研修会、相談、コンサルテーション
等で活用することを目的とした。加えて、熊
本地震への対応への資料作成も行った。 
 これまでの支援について、評価や検証では、
実践記録を振り返ることに加え、関係者（教
職員、元教諭、元教師コーディネーター、旧
カウンセラー）や卒業生、保護者にも可能な
限り意見聴取（介入支援アウトカム評価）を
行った。あわせて、事件の影響があった児童
生徒のきょうだい等、要配慮として支援が継
続している状況についても評価（介入支援プ



ロセス評価）した。これら２つの観点からの
評価にもとづき、これまで取り組んできた介
入的支援内容についてまとめ、心理教育資料
などの利用可能なかたちにまとめて公表し
た。心理教育資料の一例としては、
Psychological First Aid for Schools—Field 
Operations Manual- 2nd Edition（Brymer, 
M.他, 2012）の日本語版の作成を進め、その
過程でこれまでの支援経験を生かして完成
し、兵庫県こころのケアセンターのホームペ
ージに公表された。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、学校危機事例に対して、学校は
どのように長期的、包括的対応を進めればよ
いか、以下の２段階で目的の達成をめざした。 
まず、(1)事件の影響を受けた児童生徒の回
復や成長につながる学校組織・学校経営への
介入的な支援、学級経営のための教師への支
援、学校段階間の連携の進め方、さらなる安
全感、安心感、信頼感を高める学校安全への
取り組みに改善を加えながら継続的に支援
した。(2) これまでの支援内容を総括するた
めに評価方法を検討して検証した。また、児
童生徒の卒業後の学校の体制と卒業生への
継続的支援の進め方を検討した。(3)そして、
その成果は、学校危機事例に限らず、東日本
大震災の影響を受けた学校における長期的
な支援で利用可能な資料を作成して公開、提
供し、研修会、相談、コンサルテーションで
普及、活用した。 
 初年度では、これまでと継続性のある介入
的の実践および、その改善、研修会等で実践
成果の活用・普及を行なった。これらの取り
組みに対し、探索的に評価視点を検討した。 
 支援の主な対象者は、児童生徒、教師、保
護者になり、状況や役割によって、児童生徒
から卒業生までのおおよそ 11 種類の対象に
支援する必要があった。通常の教育活動のな
かで関わることや観察によって状況を把握
するのが基本であるが、中学校と高等学校で
は、学校生活状況について、質問紙調査
（Perkins, Takino 他, 2010 
Prevention/Intervention Group Survey 
(PIGS)の日本語質問紙）を実施し、結果の分
析から、生徒の状況と支援についてのプロセ
ス評価の一部とした。一部の学年では学級の
状況や必要とされる心理教育的な課題を見
いだすために、学級適応状況に関する調査も
追加実施し、評価の一部とした。結果を分析
によって課題が特定された場合、瀧野(2008)
などを参照し、心理教育的な実践を教員と協
議して実施した。 
 教員へのコンサルテーションは、毎週実施
しているコーディネーター、カウンセラーと
のミーティングで情報交換をするなかで、随
時実施してきた。要支援、要配慮の児童生徒
の保護者とは、コーディネーターと協議しな
がら定期的にミーティングを設定した。状況
の理解やニーズの把握に加え、支援のプロセ

ス評価の一部となった。 
 一方、学校危機メンタルサポートセンター
は相談窓口として心理的サポートを継続す
るが、加えて心理教育的資料の作成と配布に
より、セルフケアの進め方、サポートセンタ
ーやその他の支援資源についての周知を図
った。周知にともない、電話相談の対応も行
なった。この過程で、支援についてのプロセ
ス評価と支援に対するアウトカム評価とし
た。 
 学校側としては、校内での支援対象者数が
減少するなかで、教師コーディネーターを中
心とするサポート体制の維持を検討した。さ
らに、卒業生、卒業生の保護者、これまでの
教職員、過去の外部支援者からの意見聴取を
試み、介入的支援のアウトカム評価として活
用できるか検討した。 
 これまで作成している事件・事故後の心理
教育資料に加え、あらたに、これまでの長期
的介入支援の実践をもとに、学校における
中・長期の対応についての資料を作成し、教
職員向けの研修において活用する。研修のな
かでの評価や、実際の資料の活用先からのフ
ィードバックによって評価を行なった。 
 ２年目、３年目においては、介入的支援の
実践について、初年度の支援一覧表にそって
実践を継続した。初年度から試みてきたプロ
セス評価とアウトカム評価の内容をもとに、
異なる視点からの評価を総合し、実践的介入
について検証を試みた。さらに、教職員研修
等の機会をとらえて実践成果の活用と普及
に努め、評価を受ける。国内外の学会で実践
内容やこれまで得た評価内容について報告
する機会を活用し、外部からの評価を受けた。
あわせて、介入的支援の実践について公表し
て普及する機会とした。 
 そして、ここまでの長期的介入的支援につ
いて、実践記録をまとめ、評価や検証を加え、
総括した。学校危機対応について、学校運営
面で、安全を推進するための一次予防、危機
の拡大を防ぎ、回復に迅速に取り組む二次予
防、回復期の三次予防へと拡がる包括的な学
校の取り組みを長期にわたって実施してい
く体制づくりへの介入的支援につながる提
案となった。三次予防では安全と安心感の回
復にむけて、再発防止の取組みの重要性を確
認した。学会や研修会の場を活用し、検証を
行った長期の介入的支援内容について広め
た。 
 本研究は、研究代表者が単独で学校危機 
後の学校に対する長期的介入支援に関する
研究を行なった。研究の支援体制として、
メンタルサポートチームの精神科医、スク
ールカウンセラー、附属中学校および附属
高校のメンタルサポート・コーディネータ
ーからは、毎週実施している定期ミーティ
ングのなかで情報交換ができ、助言も得ら
れた。 
 



４．研究成果 
 本研究は、学校危機事例に対して、学校は
どのように長期的に、包括的対応を進めてい
けばいいのかを明らかにすることを目的と
した。 
 まず、事件の影響を受けた児童生徒の回復
や成長につながる学校組織・学校経営への介
入的な支援、学級経営のための教師への支援、
学校段階間の連携の進め方、さらなる安全感、
安心感、信頼感を高める学校安全への取り組
み(再発防止策)などを継続して実施した。 
 これまでの支援経験に基づき、児童生徒の
卒業後の学校の体制と卒業生への継続的支
援について検討した。教員へのコンサルテー
ションは、毎週実施しているコーディネータ
ー（主幹教諭）、カウンセラーとのミーティ
ングで情報交換をするなかで随時実施した。
事件の影響があった児童生徒のきょうだい
に対する支援、その他の要支援、要配慮の児
童生徒の保護者とは、コーディネーターと協
議しながら定期的にミーティングを設定し
た。その結果、附属中学校、附属高等学校に
おける支援体制が定着し、その体制を継続す
ることにより、生徒への支援が円滑に進めら
れている。介入支援プロセスが評価できた。 
 学校危機メンタルサポートセンターにお
いては、支援に関して、一定の情報を発信し
続けるなかで、支援が押し付けにならないよ
うに配慮し、ホームページによるトラウマ心
理相談室の活動の広報、電話等による問い合
わせに対して十分に対応する取り組みが継
続できている。 
 ここまでの取り組みの成果は、学校危機事
例だけでなく、東日本大震災の影響を受けた
学校、熊本地震後の支援者に対して中・長期
的な支援にむけて利用可能な資料を作成し、
研修会、相談、コンサルテーション等で活用
することができた。岩手県、福島県、宮城県
における研修会では、学校安全の推進のため
の取り組み、トラウマケアに向けた取り組み
の進め方などについて配布資料を作成し、参
加の教職員に向けて講義する機会を持つこ
とができた。さらに、震災後の支援経験を応
用、拡張する視点として、資料を配付しなが
らトラウマインフォームドケアの考え方に
ついて解説、提起した。また、岩手県沿岸部、
福島県の学校訪問の機会、熊本県の支援者研
修のなかで、学校コンサルテーションや個別
の事例についての相談活動に取り組みの成
果を生かすことができるように助言を行っ
た。 
 関係者（教職員、元教諭、元教師コーディ
ネーター、旧カウンセラー）や卒業生、保護
者にからの意見聴取の機会は十分に確保す
ることができなかったが、池田小学校事件の
記念日およびその前後に関係者と会う機会
に、当時から現在までについて振り返るよう
な談話のなかで、介入支援についての評価
（介入支援アウトカム評価）を得ることがで
きた。 

 最後に、本研究の実施に伴い、心理教育資
料などの利用可能なかたちにまとめたもの
は、学校危機時のサイコロジカル・ファース
トエイドの翻訳、トラウマ回復につながる子
どもの心的外傷悲嘆のガイドとしての治療
導入ビデオおよび教育用ビデオの翻訳を行
い公表した。 
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